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は
じ
め
に

　

前
稿
「［
翻
刻
］
青
果
日
記
（
昭
和
三
年
・
昭
和
四
年
）
―
眞
山
青
果
文
庫
調
査

余
録
（
二
）
―
」（『
調
査
研
究
報
告
』
42
号
）
に
引
き
続
き
、
本
稿
で
は
真
山
青
果

の
昭
和
五
年
の
日
記
を
翻
刻
す
る
。
底
本
は
前
稿
と
同
じ
く
、
星
槎
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
・

眞
山
青
果
文
庫
所
蔵
「
昭
和
四
年
・
五
年
日
記
」［
函
架
番
号
081
］
で
あ
る
。
本
資

料
に
は
昭
和
三
年
十
二
月
か
ら
昭
和
五
年
四
月
ま
で
の
日
記
が
、
研
究
メ
モ
の
類
と

と
も
に
記
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
、
そ
の
後
半
部
分
の
昭
和
五
年
一
月
五
日
か
ら
四

月
一
日
ま
で
を
対
象
と
す
る
。
な
お
、
一
月
一
日
か
ら
四
日
は
記
載
が
な
く
、
四
月

一
日
は
見
出
し
の
み
で
記
事
を
伴
わ
な
い
。
ま
た
、
一
月
六
日
の
条
は
見
出
し
が
な

く
、「（
以
上
六
日
）」
の
記
載
に
よ
り
日
付
が
確
認
さ
れ
る
。
一
月
六
日
の
条
に
続

く
記
事
は
日
付
が
な
く
、
七
日
、
八
日
ど
ち
ら
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
頭
痛
に
関
す

る
記
事
で
六
日
に
続
く
内
容
が
存
す
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
一
月
七
日
と
推
定
し

た
。

　

昭
和
五
年
の
日
記
の
中
心
は
、
青
果
の
入
院
記
録
で
あ
る
。
青
果
は
昭
和
五
年

一
月
九
日
よ
り
東
京
帝
大
病
院
・
稲
田
内
科
に
入
院
し
て
い
る
。
病
名
は
、
三
月

二
十
四
日
の
条
に
「
右
側
足
背
動
脈
閉
塞
性
動
脈
内
膜
炎
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
日

記
記
事
に
は
、
執
筆
活
動
や
来
訪
者
、
外
出
先
等
の
記
録
に
加
え
、
体
重
、
血
圧
、

便
通
な
ど
体
調
に
関
す
る
記
録
も
多
く
認
め
ら
れ
る
。
青
果
は
、
こ
の
入
院
期
間
中

の
家
族
の
生
計
を
案
じ
、
自
身
の
病
が
重
症
化
し
て
家
計
が
困
窮
し
た
場
合
に
取
る

べ
き
方
策
を
、家
族
あ
て
に
「
大
切
な
手
紙
」
と
題
す
る
書
面
に
ま
と
め
て
い
る
（「
眞

山
青
果
文
庫
調
査
余
録
」（『
調
査
研
究
報
告
』
41
号
）
参
照
）。
退
院
日
は
日
記
中

に
明
記
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
三
月
二
十
七
日
の
条
に
は
、
医
師
よ
り
退
院
し
て
も

差
し
支
え
な
い
と
言
わ
れ
た
旨
の
記
載
が
あ
る
。
ま
た
、
青
果
は
入
院
中
、
自
宅
や

劇
場
な
ど
へ
一
時
外
出
し
て
夜
に
病
院
に
戻
る
と
い
う
こ
と
が
た
び
た
び
あ
っ
た

が
、
三
月
三
十
一
日
の
条
に
は
、
自
宅
に
帰
る
と
記
す
の
み
で
病
院
へ
戻
っ
た
と
い

う
記
載
が
な
い
。
さ
ら
に
三
月
三
十
一
日
の
条
の
末
尾
に
は
「
入
院
中
見
舞
品
」
と

［
翻
刻
］
青
果
日
記
（
昭
和
五
年
）
―
眞
山
青
果
文
庫
調
査
余
録
（
三
）―

青
木
稔
弥
・
内
田
宗
一
・
高
野
純
子
・
寺
田
詩
麻

＊
キ
ー
ワ
ー
ド

　
　
　

�

眞
山
青
果
文
庫
・
青
果
旧
蔵
書
・
青
果
日
記
・
星
槎
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
・
入
院
記
録



368

し
て
受
け
取
っ
た
見
舞
品
の
品
目
と
そ
れ
を
贈
っ
た
人
物
を
一
覧
に
し
て
記
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
三
月
三
十
一
日
が
退
院
日
で
あ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　

昭
和
五
年
の
日
記
の
う
ち
、
一
月
五
日
か
ら
七
日
は
青
果
自
筆
と
推
定
さ
れ
る
が
、

入
院
を
し
た
一
月
九
日
以
降
の
記
事
は
他
筆
と
目
さ
れ
る
。
昭
和
五
年
の
入
院
記
録

と
し
て
は
、
本
資
料
の
他
に
「
昭
和（

マ
マ
）

　

年
日
記
（
上
巻
）」
と
布
地
表
紙
に
朱
書
さ

れ
た
帳
面
［
函
架
番
号
081
］
が
存
し
、
二
月
九
日
か
ら
三
月
二
十
五
日
の
日
記
が
青

果
の
自
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
（
三
月
二
十
五
日
の
記
事
は
線
で
抹
消
さ
れ
て
い
る
）。

内
容
は
「
昭
和
四
年
・
五
年
日
記
」
の
記
述
と
重
な
り
、「
昭
和
四
年
・
五
年
日
記
」

は
こ
れ
を
後
に
浄
書
し
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
（「
眞
山
青
果
文
庫
調
査
余
録
」（『
調

査
研
究
報
告
』
41
号
）
参
照
）。
な
お
、「
昭
和（

マ
マ
）

　

年
日
記
（
上
巻
）」
に
は
加
筆
・

修
正
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、「
昭
和
四
年
・
五
年
日
記
」
の
本
文
に
は
、
そ
れ
が
反

映
さ
れ
て
い
る
箇
所
と
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
と
が
混
在
し
て
い
る
。

　
「
昭
和
四
年
・
五
年
日
記
」
は
、
第
一
書
房
よ
り
刊
行
さ
れ
た
「
自
由
日
紀
」
に

記
さ
れ
て
い
る
。
書
誌
情
報
を
以
下
に
簡
単
に
ま
と
め
る
。

　
　

写
本
、
１
冊
。21.0

×15.0cm

。
本
製
本
（
革
表
紙
）。
外
題
な
し
。

　
　

背
題
：「
日
紀
」

　
　

扉　

：「
自
由
日
紀
／
我
が
生
活
よ
り
／
Ⅰ
／
東
京
／
第
一
書
房
刊
」

　
　

奥
付
：�「
昭
和
三
年
十
一
月
五
日
印
刷
／
昭
和
三
年
十
二
月
五
日
発
行
／
第
一

書
房
自
由
日
紀
／
定
価
三
円
／
刊
行
者　

長
谷
川
巳
之
吉
／
刊
行
所　

東
京
麹
町
区
一
番
町
五　

第
一
書
房
／
振
替
東
京　

六
四
二
二
三
／
電

話
九
段　

三
三
四
四　

三
五
〇
九
／
印
刷　

単
式
印
刷
株
式
会
社
／
製

本　

橋
本
久
吉
」

　
　

紙
数
：
264
ペ
ー
ジ

　
　

�

本
体
か
ら
脱
落
し
た
日
記
用
紙
、
研
究
メ
モ
、
領
収
証
、
雑
誌
切
り
抜
き
な
ど
、

紙
片
計
10
点
を
挟
み
込
む
。

　
「
自
由
日
紀
」
冒
頭
に
は
昭
和
四
・
五
・
六
年
の
「
三
年
間
の
日
曜
表
」
が
掲
出
さ
れ
、

日
記
用
紙
の
後
に
は
住
所
録
用
紙
、
出
版
広
告
が
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
歴
史
上

の
人
物
の
肖
像
画
が
挿
絵
と
し
て
挿
入
さ
れ
て
い
る
（
全
４
葉
）。

　

日
記
用
紙
に
は
ノ
ン
ブ
ル
（「
１
」
～
「
272
」）
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
ノ
ン
ブ
ル

に
注
目
す
る
と
、
各
所
に
ペ
ー
ジ
の
欠
落
の
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
欠
落
箇
所

は
、ノ
ン
ブ
ル
「
39
」
～
「
60
」、「
85
」
～
「
92
」、「
95
」
～
「
96
」、「
117
」
～
「
118
」、

「
123
」
～
「
124
」、「
175
」
～
「
176
」、「
181
」
～
「
188
」、「
191
」
～
「
192
」、「
207
」
～

「
208
」、「
211
」
～
「
212
」、「
219
」
～
「
220
」、「
241
」
～
「
244
」
の
部
分
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
欠
落
箇
所
の
う
ち
、
ノ
ン
ブ
ル
「
85
・
86
」「
183
・
184
」「
185
・
186
」
の
用
紙

３
枚
は
、
本
体
に
挟
み
込
ま
れ
る
形
で
現
存
し
て
い
る
。
ま
と
ま
っ
た
分
量
の
用
紙

が
欠
落
し
て
い
る
箇
所
の
前
後
で
は
、
記
載
さ
れ
る
日
記
の
日
付
も
離
れ
て
い
る
が
、

日
記
を
記
載
し
た
ペ
ー
ジ
を
後
か
ら
何
ら
か
の
理
由
で
破
棄
し
た
も
の
か
、
あ
る
い

は
別
の
用
途
に
使
用
し
た
ペ
ー
ジ
を
切
り
取
っ
た
の
ち
に
日
記
を
再
開
さ
せ
た
も
の

か
、
判
然
と
し
な
い
。
一
方
、
２
ペ
ー
ジ
（
用
紙
１
枚
）
な
い
し
４
ペ
ー
ジ
（
用
紙

２
枚
）
の
欠
落
箇
所
で
は
、そ
の
前
後
の
記
事
が
連
続
し
て
お
り
、書
き
損
じ
た
ペ
ー

ジ
を
破
棄
し
て
書
き
直
し
を
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。



369

凡
例

・
漢
字
は
、
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

・
変
体
仮
名
や
合
字
な
ど
は
、
通
行
の
仮
名
字
体
に
改
め
た
。

・
仮
名
遣
い
は
、
原
則
と
し
て
底
本
の
表
記
に
従
う
。

・
明
ら
か
に
濁
点
を
必
要
と
す
る
場
合
は
補
っ
た
。

・
明
ら
か
な
脱
字
は
、
適
切
な
語
句
を
本
文
行
で
〔　

〕
の
中
に
補
っ
た
。

・
見
出
し
の
日
付
が
記
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、〔　

〕
の
中
に
補
っ
た
。

・�

明
ら
か
な
誤
記
は
、
ル
ビ
行
に
（
マ
マ
）
と
傍
記
し
た
。
た
だ
し
、
日
付
の
誤
り

は
訂
正
し
た
。

・
底
本
の
振
り
仮
名
は
、
そ
の
ま
ま
翻
刻
し
た
。

・
字
下
げ
や
句
読
点
は
底
本
マ
マ
と
し
、
翻
刻
者
が
補
わ
な
い
こ
と
と
す
る
。

・
底
本
に
加
筆
や
修
正
が
施
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ
を
反
映
し
た
。

・
判
読
不
能
の
箇
所
は
、
□
□
で
示
し
た
。

・�

日
記
以
外
の
要
素
（
研
究
メ
モ
等
）
を
日
付
の
記
載
な
く
記
し
て
い
る
場
合
は
、

翻
刻
の
対
象
外
と
し
た
。
同
様
の
挟
み
物
類
も
除
外
し
た
。

・
本
稿
巻
末
に
人
名
索
引
を
附
し
た
。

〔
附
記
〕

　

本
稿
は
、
星
槎
グ
ル
ー
プ
「
眞
山
青
果
蔵
書
研
究
助
成
事
業
」
に
よ
る
研
究
成
果

の
一
部
で
あ
る
。
ま
た
、
画
像
の
撮
影
な
ら
び
に
掲
載
に
つ
い
て
、
星
槎
ラ
ボ
ラ
ト

リ
ー
よ
り
御
高
配
を
賜
っ
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

「昭和四年・五年日記」本文（昭和 5 年1月5日）
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「昭和四年・五年日記」本文（昭和 5 年 3月30日、3月31日）

「昭和四年・五年日記」本文（昭和 5 年1月7日、1月9日）
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翻
刻

昭
和
五
年
一
月
五
日
記

　

�

旧
臘
三
十
日
家
族
を
つ
れ
て
伊
豆
伊
東
に
ゆ
き
昨
日
帰
宅
。
東
京
は
寒
き
た
め
か
、

頭
痛
を
覚
ゆ
。

往
復
の
汽
車
中
に
滝
本
博
士
の
乞
食
袋
を
読
む
。
各
種
随
筆
の
抄
録
な
る
は
初
め
よ

り
承
知
せ
る
も
、
読
書
範
囲
の
至
つ
て
博
か
ら
ざ
る
は
、
寧
ろ
意
外
な
り
。
且
つ
そ

の
採
拾
に
も
何
等
の
独
創
な
く
、
偶
々
加
へ
た
る
主
観
雑
説
を
一
読
せ
る
と
こ
ろ
に

て
も
、
経
済
学
説
の
固
陋
驚
く
べ
き
も
の
あ
り
。

経
済
史
研
究
、
第
三
号
。
遠
藤
佐
々
喜
氏
の
江
戸
貨
幣
研
究
の
論
文
を
読
む
。
わ
れ

一
人
知
れ
り
と
云
は
ぬ
ば
か
り
の
態
度
、
や
ゝ
厭
ふ
べ
し
。
中
に
算
法
智
恵
袋
大
全

を
ひ
い
て
、
西
鶴
の
「
金
の
仕
掛
け
」「
銭
の
仕
掛
け
。」
な
ど
を
解
説
す
。
定
め
て

後
来
の
西
鶴
註
釈
業
者
の
定
説
と
な
り
て
世
を
あ
や
ま
る
も
の
な
る
べ
し
。

相
模
大
根
の
沢
庵
漬
。
二
十
年
前
の
や
う
な
る
も
の
な
し
。

初
島
の
海
苔
。
肉
あ
つ
く
ご
そ
つ
け
と
□
も
、
香
気
あ
り
て
よ
し
。
淡
水
の
質
あ
し

き
た
め
も
あ
る
べ
し
。

天
城
の
猪
肉
。
今
年
の
初
猟
な
り
と
い
ふ
。

高
橋
彦
衛
君
家
に
帰
り
て
温
泉
宿
を
い
と
な
む
と
云
ふ
。
去
年
十
一
月
の
大
火
に
て

類
焼
し
目
下
新
築
中
な
り
。
訪
ね
た
れ
ど
も
立
退
先
不
明
に
て
会
は
ず
。

伊
東
滞
在
中
古
今
算
法
記
、
算
法
闕
疑
抄
な
ど
に
よ
り
て
ソ
ロ
バ
ン
の
稽
古
を
初
む
。

ね
ツ
か
ら
駄
目
な
り
。
数
日
苦
ん
で
八
算
の
割
り
声
を
暗
記
な
し
得
ぬ
な
り
。

�

（
以
上�

五
日
午
前
記
）

〔
一
月
六
日
〕

　

五
日
の
来
訪
者
。
鈴
木
氏
亨
君
。
綿
谷
雪
君
（
西
鶴
人
名
辞
典
編
輯
の
打
合
せ
、

一
代
男
巻
一
─
六
迄
持
参
）
上
州
よ
り
中
島
の
老
母
、
東
京
移
住
の
相
談
な
り
。

珠
算
勉
強
。

耳
鳴
る
。
和
田
君
の
脚
本
村
の
選
挙
第
一
幕
を
読
む
。

頭
痛
は
寒
気
の
た
め
か
。
今
日
よ
り
初
め
て
毛
糸
の
頭
巾
を
か
ぶ
る
。

せ
つ
子
今
暁
吐
逆
。
胃
病
な
る
べ
し
。（
以
上
。
六
日
）

〔
一
月
七
日
〕

　

朝
寒
し
。
襟
巻
を
か
ぶ
り
ゐ
た
る
に
頭
痛
や
ゝ
お
こ
た
る
。
や
は
り
寒
気
の
た
め

な
り
し
な
り
。
こ
の
頃
日
々
に
わ
が
体
の
こ
と
を
知
る
や
う
に
な
れ
り
。
健
康
に
ま

か
せ
て
、
余
り
に
わ
が
肉
体
に
注
意
せ
ざ
り
し
な
り
。

　

上
州
の
中
島
老
母
、
午
前
十
一
時
半
の
汽
車
に
て
帰
る
。
昨
夜
四
郎
君
を
呼
び
て

東
京
移
住
の
こ
と
な
ど
相
談
す
。

　

国
語
国
文
学
の
研
究
に
佐
藤
鶴
吉
君
の
織
留
講
義
出
づ
。
相
変
ら
ず
の
誤
解
ぶ
り
、

西
鶴
を
涜
す
も
の
な
り
。

珠
算
け
い
古
。

九
日

午
後
帝
大
稲
田
内
科
に
入
院
す
。
一
ノ
側
七
号
。
赤
木
博
士
の
周
旋
な
り
。
和
田
君
、

零
一
送
来
る
。

夜
睡
眠
剤
を
服
用
せ
ず
し
て
就
寝
。
七
時
間
ほ
ど
眠
る
。
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受
持
医
、
藤
井
博
士
。

十
日

晴
。
午
前
い
ね
来
る
。

午
後
ヒ
ゲ
を
剃
る
。
入
浴
。
黒
川
一
君
、
村
田
式
部
君
来
る
。
夜
、
日
本
橋
大
誠
主

人
伊
佐
翁
書
翰
を
も
ち
来
訪
。
あ
ん
こ
う
鍋
一
折
。

徳
川
時
代
警
察
沿
革
誌
を
読
む
。

六
時
間
ほ
ど
眠
る
。

十
一
日

快
晴
。
金
解
禁
の
日
。

午
前
和
田
君
書
籍
を
も
ち
来
る
。

今
日
回
診
日
に
あ
ら
ざ
る
も
稲
田
博
士
来
り
訪
は
る
。
診
察
は
な
く
、
当
分
病
院
で

ユ
ツ
ク
リ
休
ま
れ
よ
と
て
笑
ふ
て
帰
る
。

夕
方
、
い
ね
来
る
。
こ
の
夜
七
時
間
ほ
ど
眠
る
。

十
二
日

朝
よ
り
雪
ふ
る
。
後
、
晴
る
。

耳
な
り
や
ゝ
忘
る
。
私
可
多
咄
巻
の
一
、
第
三
読
。

み
よ
子
等
今
日
来
ら
ぬ
由
電
話
な
り
。

ひ
る
頃
、
零
一
来
る
。
買
物
な
ど
い
ひ
つ
く
。
午
後
惰
眠
。

夕
方
い
ね
、
お
で
ん
を
持
来
る
。
晩
飯
の
間
に
合
は
ず
。

綿
谷
君
来
る
。
看
護
婦
猪
野
サ
ン
、
田
舎
よ
り
叔
父
来
る
と
て
外
出
す
。
綿
谷
君
、

九
時
頃
ま
で
話
し
て
帰
る
。

こ
の
夜
初
め
て
睡
眠
剤
の
む
。
七
時
間
ほ
ど
睡
る
。

こ
の
日
よ
り
マ
ツ
サ
ア
ジ
初
む
。

十
三
日

朝
体
量
は
か
る
。
五
十
二
キ
ロ
三
百
五
十
何
々
と
な
り
。（
着
衣
、
サ
ル
マ
タ
、
毛

皮
タ
ビ
、
ド
テ
ラ
、
広
袖
ゆ
か
た
、
帯
）

午
後
和
田
君
来
る
。
遊
佐
、
頴

（
マ
マ
）原
、
清
水
、
志
波
諸
君
へ
書
状
代
筆
。

藤
井
先
生
、
血
液
検
査
あ
り
。
夜
九
時
就
寝
。

十
四
日

晴
。　

昨
夜
七
時
間
ほ
ど
眠
る
。
藤
井
主
任
来
診
。

十
二
時
頃
稲
田
博
士
回
診
。
今
回
初
め
て
の
診
察
を
う
く
、
気
分
爽
快
。
午
後
和
田

君
来
る
。
旧
稿
改
訂
の
業
に
従
ふ
。
ふ
と
思
立
ち
て
小
児
等
を
見
に
家
に
帰
る
。
み

な
壮
健
な
り
。
自
宅
に
て
便
通
あ
り
。
四
時
過
ぎ
零
一
み
ほ
子
に
送
ら
れ
て
帰
院
す
。

ス
シ
な
ど
共
に
食
ふ
。
九
時
就
眠
。
疲
労
あ
り
。
ね
む
り
薬
の
む
。

こ
の
夜
蒸
気
あ
つ
し
。

十
五
日

　

快
晴
。
こ
の
朝
、
ヅ
キ
リ
二
回
、
ピ
リ
ヽ
三
回
、
何
ん
と
な
く
不
安
を
感
ず
。
朝

牛
乳
を
や
め
て
国
木
田
夫
人
に
送
ら
れ
し
ス
ー
プ
を
試
む
。
甚
だ
よ
ろ
し
。
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血
圧
を
は
か
る
。
低
し
。

昼
、
松
島
の
か
き
到
着
。
そ
れ
に
て
昼
食
す
。

和
田
君
来
る
。
綿
谷
君
来
る
。
一
浴
。

村
田
式
部
君
来
る
。
伊
藤
喜

（
マ
マ
）朔
君
来
る
。
二
月
演
舞
場
の
舞
台
装
置
の
た
め
な
り
。

夜
大
垣
の
ほ
し
柿
半
分
、
イ
チ
ゴ
少
々
。
九
時
就
眠
。

十
六
日

よ
く
眠
ら
ず
、
暁
四
時
頃
目
覚
め
後
う
と
〳
〵
す
る
。

午
前
貞
丈
雑
記
を
読
む
。
第
三
回
精
査
。
巻
五
終
る
、

今
日
や
ゝ
眼
鏡
に
堪
へ
る
心
地
す
。
一
時
間
ほ
ど
か
け
て
さ
ほ
ど
苦
痛
な
し
。
耳
鳴

も
去
る
。

午
後
和
田
来
る
。
旧
稿
訂
正
の
気
力
な
し
。
後
お
い
ね
来
る
。
黒
川
君
の
こ
と
そ
の

他
を
云
付
く
。
晩
飯
の
後
藤
井
昇
君
来
る
。
来
月
の
演
舞
場
へ
出
演
し
た
し
と
な
り
。

零
一
来
る
。
卒
業
後
の
方
針
な
ど
相
談
す
。
彼
も
相
応
に
着
実
な
る
思
考
を
有
す
る

も
の
ゝ
如
し
。

こ
の
夜
睡
れ
ず
、
ね
む
り
薬
の
む
。
菓
子
を
喰
過
た
り
。

十
七
日

よ
く
眠
ら
ず
。
曇
の
ち
晴
。

午
前
西
鶴
永
代
蔵
三
の
一
精
査
。
マ
ツ
サ
ー
ジ
約
四
十
分
。

清
水
省
三
君
来
書
。

午
前
診
察
な
し
。
眼
鏡
一
時
間
半
ほ
ど
か
く
る
。
苦
痛
な
し
。

　
　
　

こ
の
頃
の
食
餌

朝
。　

焼
パ
ン
二
片
（
半
斤
を
三
回
）
に
バ
タ
を
つ
け
、
又
は
ハ
ム
を
二
三
片
。

牛
乳
を
一
合
。（
又
は
ス
ー
プ
）

昼
。　

野
菜
煮
一
皿
。
カ
キ
な
ど
醋
に
て
一
皿
。
ス
ー
プ
に
半
熟
卵
子
。
飯
二
椀
。

夜　

煮
魚
又
は
焼
魚
一
皿
。
ス
ー
プ
半
熟
卵
子
。
野
菜
な
ど
一
皿
。
飯
二
椀
。

午
後
二
三
時
頃
、
餅
菓
子
二
ケ
位
、
間
食
。

夜
七
八
時
。
果
実
少
々
、
せ
ん
べ
い
な
ど
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

午
後
便
所
に
て
眼
鏡
の
玉
を
わ
る
。
丁
度
来
り
し
和
田
君
に
頼
み
て
修
繕
に
や
る
。

小
森
の
姉
弟
来
る
。
丸
万
の
す
き
焼
も
ら
ふ
。
菊
池
武
継
君
来
る
。
入
浴
。

こ
の
夜
よ
く
眠
る
。

十
八
日　

曇
。

心
地
よ
し
。
昨
日
快
便
あ
り
し
た
め
な
る
べ
し
。
洗
面
所
に
出
て
顔
を
洗
ふ
。
試
に

入
院
中
の
毎
日
の
課
定
を
定
む
。

　
　
　

午
前

　

旧
稿
脚
本
訂
正　

約
五
枚
。

　
　
　

午
後

　

永
代
蔵
精
査�

日
に
一
章
。

　
　

但
シ
人
名
辞
典
、
地
名
辞
典
ヲ
作
成
ス
ル
コ
ト
。
索
引
頭
書
。

　

読
書
一
時
間
。

日
本
経
済
大
典
三
読
精
査�

右
ハ
索
引
及
抄
出
ヲ
記
入
怠
ラ
ザ
ル
コ
ト　

─
以
上
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マ
ツ
サ
ア
ジ
の
功
能
か
、
頸
筋
の
凝
り
ほ
ど
け
る
。

午
後
い
ね
来
る
。
和
田
君
来
る
。
昨
日
菊
池
君
の
話
を
思
出
し
て
、
零
一
を
呼
寄
す
。

午
前
二
時
間
、
午
後
二
時
間
め
が
ね
を
か
け
て
読
書
す
れ
ど
格
別
甚
し
き
疲
労
を
覚

え
ず
。
四
時
頃
零
一
来
る
。
つ
い
で
和
田
君
に
つ
れ
ら
れ
て
み
ほ
子
来
る
。
久
し
振

り
に
下
駄
を
は
き
て
出
る
。
二
門
町
よ
り
池
の
端
に
出
て
、
弁
天
社
を
通
り
、
揚
出

し
に
て
晩
飯
。
帰
路
小
児
等
病
院
ま
で
送
り
来
る
。

九
時
就
眠
。
こ
の
日
稲
田
先
生
又
厚
意
に
て
見
廻
ら
る
。

十
九
日　

晴

　

今
日
は
日
曜
な
れ
ば
、
附
添
の
者
に
朝
寝
さ
せ
ん
と
思
ひ
な
が
ら
生
憎
四
時
頃
よ

り
目
覚
む
。
諸
事
常
例
。

三
時
間
ほ
ど
目
鏡
を
か
け
て
永
代
蔵
を
精
査
。
目
ひ
ど
く
疲
れ
ず
。

綿
谷
君
、
中
根
君
に
ハ
ガ
キ
を
書
く
。

耳
な
り
殆
ん
ど
な
し
。
こ
の
分
な
ら
ば
或
は
年
来
研
究
の
課
業
を
完
成
な
し
得
る
や

も
知
れ
ず
。
さ
れ
ど
徂
徠
研
究
ま
で
は
前
途
遠
し
。
西
鶴
ぐ
ら
ゐ
に
て
終
る
か
、
そ

れ
に
て
も
よ
ろ
し
。

午
後
和
田
君
来
る
。
散
歩
な
が
ら
吐
鳳
堂
に
杏
林
叢
書
を
求
め
に
ゆ
く
。
ふ
と
思
立

ち
て
円
タ
ク
に
て
家
に
帰
り
茶
な
ど
飲
み
、
三
時
頃
病
院
に
も
ど
り
来
る
。

一
浴
。

鈴
木
氏
亨
君
、
銀
座
丸
見
屋
の
重
詰
を
も
ち
て
見
舞
は
る
。

二
十
日　

晴

暁
四
時
よ
り
目
覚
む
。

朝
、
体
重
五
十
三
キ
ロ
一
〇
〇
。（
着
物
。
赤
縞
ド
テ
ラ
、
広
袖
ユ
カ
タ
、
サ
ル
マ
タ
、

毛
糸
繻
バ
ン
、
足
袋
（
カ
バ
ア
右
二
、
左
一
）
ス
リ
ッ
パ
、
頭
巾
な
し
、
帯
チ
リ
メ

ン
し
ご
き
）

午
前
。
永
代
蔵
一
ノ
二
、
人
名
辞
典
作
成
。
二
三
日
来
胃
痛
の
気
味
ゆ
ゑ
朝
パ
ン
を

や
め
て
牛
乳
だ
け
と
な
し
、
昼
粥
食
。
サ
シ
ミ
及
半
熟
卵
。

午
後
、
髭
そ
る
。
藤
井
先
生
来
診
。
血
行
状
態
の
検
査
あ
り
。
ゴ
ム
を
足
部
に
纏
ふ

て
五
分
間
血
行
を
と
む
る
な
り
。
可
な
り
疼
痛
あ
り
。
序
に
血
圧
検
査
あ
り
。
左
腕

百
〇
七
、
右
腕
百
な
り
と
云
ふ
。（
左
腕
入
院
以
来
の
血
圧
数
は
百
十
、百
〇
三
、百

な
り
と
か
云
ふ
）

い
ね
来
る
。
入
院
料
支
払
の
た
め
な
り
。

藤
井
昇
君
来
る
。
読
書
、
虎
渓
の
橋
、
十
百
韻
な
ど
。

二
十
一
日　

快
晴
。

大
寒
の
入
り
日
。
五
時
頃
目
覚
む
。
午
前
旧
稿
訂
正
。

稲
田
博
士
回
診
。

午
後
、快
晴
に
乗
じ
て
本
郷
通
正
門
前
ま
で
散
歩
。古
本
屋
な
ど
探
す
。和
田
君
来
る
。

小
栗
儀
造
氏
。

菊
池
武
継
君
宛
の
代
筆
た
の
む
。

藤
井
昇
君
来
る
。
綿
谷
君
来
る
。
七
時
過
ま
で
話
し
て
帰
る
。

九
時
就
眠
。

こ
の
日
議
会
解
散
。
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二
十
二
日　

快
晴
、
寒
し
。

午
前
五
時
目
覚
む
。
七
時
起
床
。

旧
稿
訂
正
七
八
枚
。

井
上
正
夫
君
来
る
。
大
谷
氏
全
快
の
由
な
り
。
先
づ
安
心
。

今
日
よ
り
昼
夜
と
も
粥
食
と
な
し
て
み
る
。
少
し
胃
痛
の
気
味
あ
る
故
な
り
。

午
後
、
和
田
君
来
る
。

こ
の
夜
多
量
に
便
通
あ
り
。

二
十
三
日　

快
晴

四
時
目
ざ
む
。
午
前
旧
稿
訂
正
六
枚
。

帝
劇
宇
野
四
郎
君
来
る
。

黒
川
君
、
い
ね
来
る
。
黒
川
君
は
大
谷
氏
使
者
な
り
。

午
後
、
和
田
君
来
る
。
零
一
来
る
。
一
浴
。

夜
、
国
木
田
夫
人
見
舞
は
る
。

二
十
四
日

朝
五
時
半
目
ざ
む
。昨
夜
は
快
く
眠
る
。俳
人
紫
暁
の
う
き
草
日
記（
寛
政
八
年
四
月
、

長
崎
紀
行
）
読
む
。
長
崎
端
午
の
競バ

イ

船ロ
ン

、
佐
賀
の
石
像
の
蛭
子
、
籠
島
島
が
ら
す
の

こ
と
な
ど
あ
り
。

旧
稿
訂
正
五
枚
。

午
飯
を
終
り
上
圊
。
円
タ
ク
に
て
家
に
ゆ
く
。
白
石
慶
三
未
亡
人
来
り
て
あ
り
。
三

時
半
病
院
に
戻
る
。

菊
池
武
継
君
、
零
一
の
た
め
に
相
談
に
来
り
て
く
れ
る
。

午
後
九
時
就
寝
。
こ
の
日
試
に
夕
食
に
天
丼
を
半
分
ほ
ど
食
す
。
夜
や
ゝ
胃
痛
の
気

味
あ
り
。

二
十
五
日

午
前
旧
稿
唐
人
お
吉
改
訂
。
二
十
五
枚
。
雑
誌
現
代
に
送
る
た
め
な
り
。

午
後
読
書
。
喜
田
博
士
の
新
著
日
向
国
史
古
代
篇
。

和
田
君
来
る
。
国
木
田
の
み
ど
り
さ
ん
、
河
合
武
雄
君
来
訪
。
一
浴
。

夜
、
綿
谷
君
来
る
。

二
十
六
日

昨
夜
睡
眠
剤
を
の
み
て
七
時
間
ほ
ど
眠
る
。
午
前
唐
人
お
吉
の
訂
正
、
三
十
五
枚
。

今
日
よ
り
粥
食
。
昨
日
普
通
の
飯
を
こ
ゝ
ろ
み
た
れ
ど
、
や
は
り
結
果
あ
し
ゝ
。
生

卵
一
箇

午
後
和
田
君
来
る
。
い
ね
、
小
児
等
つ
れ
て
来
る
。

唐
人
お
吉
、
第
一
第
二
の
校
訂
を
終
り
て
渡
す
。
子
ど
も
等
す
し
な
ど
食
し
て
帰
る
。

二
十
七
日　

晴
。

昨
夜
七
時
間
ほ
ど
眠
る
。
体
量
五
十
三
キ
ロ
五
〇
。

家
よ
り
ふ
み
来
る
。
原
稿
渡
す
。

午
後
訪
問
客
な
く
、
空
寂
と
し
て
暮
す
。
入
浴
。

九
時
就
寝
。
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二
十
八
日　

晴
。

四
時
よ
り
目
ざ
む
。
昨
日
来
便
通
な
し
。

稲
田
教
授
回
診
。

ふ
み
ス
ー
プ
を
持
来
る
。

午
後
零
一
来
る
。
受
験
の
話
な
ど
し
ゐ
る
処
へ
和
田
君
来
る　

講
談
社
の
稿
料
う
け

取
来
る
。

三
貨
図
彙
物
価
の
条
拾
読
す
。

午
前
午
後
に
て
五
時
間
程
読
書
し
た
れ
ど
甚
し
き
疲
労
な
し
。

夕
方
吉
野
作
造
君
よ
り
見
舞
の
使
来
る
。

今
晩
よ
り
夕
食
を
パ
ン
に
し
て
見
る
。
ス
ー
プ
、
ビ
フ
テ
キ
、
ミ
カ
ン
一
箇

午
後
九
時
就
眠
、
眠
薬
を
の
む
。

二
十
九
日　

昨
夜
雨
ふ
る
。

午
前
三
時
半
よ
り
目
ざ
む
。
永
代
蔵
を
精
査
。

昼
飯
前
お
い
ね
来
る
。
シ
ウ
マ
イ
持
来
る
。
月
払
の
こ
と
な
ど
云
付
く
。

便
秘
の
た
め
か
頭
痛
の
気
味
な
り
。

午
後
喜
田
博
士
の
日
向
国
史
な
ど
読
む
。
村
田
式
部
来
る
。
入
浴
。

佐
藤
充
君
。（
伊
達
家
々
扶
）
見
舞
は
る
。

夕
食
パ
ン
、
ス
ー
プ
、
シ
チ
ユ
ウ
、
ミ
カ
ン
一
箇
、

午
後
九
時
就
寝
。

三
十
日　

快
晴

昨
夜
胃
痛
の
気
味
に
て
一
二
度
目
覚
む
。
そ
の
た
め
五
時
半
頃
ま
で
眠
る
。
今
日
の

苦
労
は
た
ゞ
秘
結
と
睡
眠
の
み
な
り
。
読
書
も
二
時
間
以
上
つ
ゞ
く
な
り
。

午
食
前
ふ
み
来
る
。

午
後
回
診
後
、
家
に
ゆ
く
。
二
時
間
ほ
ど
日
向
ぼ
つ
こ
し
て
病
院
へ
戻
る
。
そ
の
留

守
中
佐
藤
君
よ
り
ソ
ー
セ
ー
ヂ
そ
の
他
小
包
と
ゞ
き
ゐ
る
。
そ
れ
と
野
菜
サ
ラ
ダ
に

て
夕
食
お
は
る
。

九
時
就
眠
。
十
一
時
、
眠
剤
を
の
む
。

こ
の
日
旧
暦
の
元
日
な
り
と
云
ふ
。

三
十
一
日　

晴

六
時
半
ま
で
眠
る
。
何
ん
と
な
く
頭
重
し
。
今
日
よ
り
入
浴
午
前
に
な
り
た
れ
ど
、

不
安
を
感
ず
る
故
午
後
に
の
ば
す
。

昨
夜
大
腿
部
（
右
）
に
冷
却
を
覚
ゆ
。
外
出
し
て
寒
気
に
あ
た
り
し
た
め
か
。

ふ
み
来
る
。
正
午
前
伊
豆
村
松
先
生
見
舞
の
た
め
と
て
上
京
せ
ら
る
。
好
意
謝
す
る

の
辞
な
し
。

午
後
綿
谷
君
来
る
。
藤
井
子
来
る
。
和
田
来
る
。

和
田
君
を
労
し
て
神
田
巌
松
堂
に
て
住
田
学
士
海
事
叢
談
を
購
ふ
、
見
れ
ば
な
ん
で

も
な
き
本
な
り
。

晩
食
の
と
こ
ろ
へ
零
一
来
る
。
病
院
の
洋
食
を
と
り
て
帰
る
。

今
朝
来
何
ん
と
な
く
気
力
消
耗
の
感
あ
り
。
血
圧
を
は
か
る
に
左
右
と
も
に
九
十
台

な
り
。

午
後
九
時
就
眠
。
か
な
り
よ
く
眠
る
。
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二
月
一
日　

晴
。
後
し
ぐ
れ
模
様
。

　

暁
五
時
過
ぎ
目
ざ
む
。
時
計
と
ま
れ
り
。

午
前
唐
人
お
吉
、
第
三
ノ
一
、二
十
七
枚
添
削
。

十
一
時
頃
、
お
い
ね
、
幼
児
つ
れ
来
る
。
小
児
等
に
は
す
し
サ
ン
ド
ウ
ヰ
ッ
チ
な
ど

与
へ
、
フ
ノ
リ
の
味
噌
汁
に
て
昼
飯
を
と
る
。
甚
だ
よ
し
。（
仙
台
升
沢
の
送
品
）

住
田
氏
海
事
叢
談
読
む
。

夕
方
。
日
本
橋
大
誠
よ
り
使
来
り
、
ヨ
セ
鍋
一
折
送
ら
る
。

雨
、
本
降
り
と
な
る
。
川
柳
雑
誌
シ
ヤ
チ
ホ
コ
大
正
十
五
年
分
読
む
。

九
時
就
眠
。

二
日

夜
来
雪
ふ
る
。

午
前
和
田
君
来
る
。
昨
夜
の
演
舞
場
に
て
井
上
君
の
江
藤
新
平
好
評
な
り
と
い
ふ
。

自
分
に
て
髯
そ
る
。

便
通
大
量
、
甚
だ
よ
ろ
し
。
入
浴
。
後
少
し
眠
る
。

夜
川
柳
シ
ヤ
チ
ホ
コ
を
読
む
。

午
後
九
時
就
眠
。

こ
の
日
京
都
横
沢
君
よ
り
伏
見
町
誌
及
常
々
草
浄
書
送
り
来
る
。

三
日

午
前
五
時
目
ざ
む
。
こ
の
日
旧
節
分
な
り
。

体
重
又
少
し
へ
る
。
五
二
六
五
〇

ち
よ
来
る
。
血
圧
を
は
か
る
。

午
後
和
田
君
来
る
。
後
一
睡
す
。

露
伴
氏
炭
俵
抄
を
よ
む
。
啓
発
せ
ら
る
ゝ
と
こ
ろ
二
三
に
し
て
足
ら
ず
。
た
ゞ
古
註

を
破
せ
ん
と
し
て
、
我
執
に
お
ち
た
る
と
こ
ろ
多
き
を
惜
む
。

か
る
き
風
邪
の
気
味
。
九
時
就
眠
。
十
時
過
ね
む
り
薬
の
む
。

四
日

五
時
目
ざ
む
。
晴
。

体
量
へ
る
故
に
今
日
よ
り
食
物
の
量
を
ふ
や
し
み
る
。

朝
は
茶
の
後
、
牛
乳
一
合
に
卵
黄
二
箇
を
と
る
こ
と
ゝ
す
。

稲
田
教
授
回
診
。
語
を
あ
ら
た
め
て
禁
酒
を
す
ゝ
め
ら
る
。

昼
、
味
噌
汁
、
チ
キ
ン
ラ
イ
ス
。

午
後
家
に
帰
り
て
見
る
。
小
松
川
の
と
み
を
泊
り
ゐ
る

綿
谷
君
来
合
は
す
。
日
向
に
ね
こ
ろ
び
、
後
書
斎
の
火
閣
に
て
一
時
間
ほ
ど
眠
る
。

薄
暮
、
本
郷
三
丁
目
よ
り
歩
み
て
病
院
に
帰
る
。
今
夕
よ
り
薬
か
は
る
。

九
時
就
寝
十
一
時
ま
で
眠
ら
ず
。

五
日　

晴
後
曇

頭
痛
の
気
味
、
耳
鳴
る
。
枕
を
ひ
く
ゝ
し
て
み
る
。

午
前
旧
稿
訂
正
十
枚
ほ
ど
。

い
ね
来
る
。

午
後
大
誠
主
人
来
る
。
例
に
よ
り
長
話
。
入
浴
し
か
ね
る
。



378

京
都
頴
（
マ
マ
）原

君
よ
り
心
葉
到
着
。

夜
九
時
就
寝
よ
く
眠
る
。

六
日

大
雪
、
四
五
寸
つ
も
る
。
風
あ
り
。
家
に
あ
り
て
の
眺
望
な
ど
思
ふ
。
午
前
入
浴
。

昼
食
後
ふ
み
来
る
。

午
飯
後
小
睡
。
福
井
庄
三
郎
君
来
訪
。
二
時
間
ほ
ど
話
し
て
帰
る
。

今
日
初
め
て
注
射
を
試
む
。　

夕
方
和
田
来
る
。
黒
川
君
ま
だ
大
阪
よ
り
帰
ら
ざ
る

由
、
国
木
田
虎
雄
君
、
仮
名
屋
小
梅
の
映
画
の
件
に
て
来
り
し
由
。

午
後
九
時
就
寝
。
よ
く
眠
る
。

七
日　

快
晴

旧
稿
訂
正
。
唐
人
お
吉
、
第
三
幕
終
る
。

ふ
み
原
稿
と
り
に
来
る
。
和
田
英
松
博
士
よ
り
新
著
芸
備
の
学
者
を
送
ら
る
。

午
後
、
露
伴
氏
続
猿
蓑
折

（
マ
マ
）を
読
む
。

四
時
頃
村
松
翁
来
訪
。
つ
い
で
和
田
君
来
る
。

ス
チ
ー
ム
来
ら
ず
寒
し
。

読
書
。
午
後
九
時
就
寝
。
こ
の
日
も
注
射
す
。

八
日　

快
晴

昨
夜
よ
く
眠
る
。
旧
稿
訂
正
（
宝
石
地
獄
第
三
）

午
後
家
よ
り
誰
も
来
ら
ず
。
注
射
。

午
後
二
時
過
、
和
田
君
来
る
。
銀
行
の
帰
途
な
り
。
い
ね
、
小
児
等
を
つ
れ
来
る
。

山
口
剛
君
令
閨
及
か
よ
子
さ
ん
と
共
に
来
る
。
綿
谷
君
来
る
。
談
話
に
つ
か
れ
て
ウ

ト
ウ
ト
し
ゐ
る
処
へ
大
誠
主
人
来
る
。

こ
の
日
、
晩
食
に
テ
ツ
カ
丼
を
食
ふ
。

シ
ヤ
チ
ホ
コ
綴
込
を
読
み
午
後
九
時
就
寝
。
眠
り
得
ぬ
た
め
便
所
に
行
き
十
時
半
ね

む
り
薬
の
む
。

十
日　

小
雨
、
寒
し

体
重
五
三
キ
ロ
六
百
余
。
前
回
よ
り
一
キ
ロ
ほ
ど
多
し
。

こ
の
頃
の
注
射
の
た
め
か
、
患
部
の
冷
却
す
く
な
く
夜
は
カ
バ
ア
を
は
づ
し
て
眠
る

ほ
ど
な
り
。
頭
痛
も
忘
れ
た
る
ほ
ど
な
れ
ど
耳
鳴
は
時
々
あ
り
。
一
浴
。

正
午
頃
零
一
来
る
。
昨
日
の
全
国
蹴
球
中
学
大
会
に
優
勝
旗
を
得
た
る
と
か
云
ふ
。

村
田
式
部
君
の
弟
子
某
、
演
舞
場
の
切
符
を
も
ち
来
る
。

午
後
和
田
君
来
る
。
大
誠
主
人
来
る
。
金
談
を
持
ち
か
け
ら
れ
て
閉
口
す
。

稲
田
博
士
明
日
休
日
を
繰
上
げ
て
今
日
回
診
す
。
酒
の
こ
と
に
て
冷
や
か
さ
る
。
今

日
わ
が
症
歴
臨
床
講
義
に
出
た
る
由
な
り
。

午
後
九
時
就
寝
。
十
一
時
頃
眠
剤
を
の
む
。

［
頭
書
］
九
日
、
後
に
つ
ゞ
く

九
日　

小
雨

日
曜
日
に
て
閑
静
な
り
。
い
ね
来
る
。
昨
夜
ね
む
り
薬
の
み
た
る
た
め
か
、
や
ゝ
頭

重
し
。
旧
稿
訂
正
三
四
枚
。
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い
ね
来
る
。

午
後
藤
井
昇
君
来
る
。
井
上
宗
助
君
来
る
。

シ
ヤ
チ
ホ
コ
、
昭
和
三
四
年
度
一
読
了

九
時
就
寝
。

十
一
日　

朝
、
晴
模
様
。
後
晴
る
。

六
時
ま
で
眠
る
。

午
前
和
田
君
に
来
て
も
ら
つ
て
、
大
誠
の
方
を
こ
と
は
り
頼
む
序
に
文
房
具
買
入
た

の
む
。

ふ
み
来
る
。

午
後
和
田
君
と
共
に
家
に
帰
る
。
こ
た
つ
に
入
り
て
一
睡
。
零
一
の
帰
宅
を
待
ち
家

族
を
つ
れ
て
神
楽
坂
川
鉄
に
ゆ
き
酒
を
少
し
試
む
。
帰
途
江
戸
源
へ
行
け
ば
休
業
、

し
の
ゝ
め
に
寄
り
て
又
一
二
本
飲
む
。
風
つ
よ
く
、
寒
し
。
九
時
頃
、
零
一
み
ほ
子

に
送
ら
れ
病
院
に
帰
り
、
グ
ッ
ス
リ
眠
る
。

十
二
日　

快
晴

少
し
頭
痛
あ
り
。
入
浴
、
髭
そ
る
。

午
前
無
事
、
読
書

午
後
遊
佐
喜
一
来
る
。
和
田
君
来
る
。
村
田
式
部
来
る
。
ち
よ
来
る
。

四
時
、
和
田
君
、
村
田
君
猪
野
さ
ん
と
共
に
演
舞
場
を
み
に
行
く
。
途
中
松
竹
へ
廻

り
て
大
谷
氏
と
面
談
。
三
月
の
明
治
、
帝
劇
女
優
脚
本
の
事
な
ど
打
合
せ
す
る
。

寒
風
の
な
か
を
徒
歩
し
て
芝
居
に
行
き
、
中
幕
の
み
を
見
る
。
例
に
よ
り
井
上
君
の

熱
演
、
先
づ
上
出
来
の
方
な
り
。
八
百
蔵
と
云
ふ
役
者
初
め
て
見
た
る
が
、
思
つ
た

よ
り
は
よ
く
し
て
ゐ
た
り
。
帰
途
村
田
藤
井
な
ど
を
つ
れ
て
銀
座
大
新
に
て
晩
餐
。

ビ
ー
ル
三
本
。
十
時
過
帰
る
。
し
や
べ
ら
ず
に
寝
る
。

十
三
日　

快
晴

今
日
よ
り
又
順
良
な
る
患
者
と
な
る
つ
も
り
な
り
。
酒
は
や
は
り
後
が
悪
い
。
尿
、

に
ご
る
。
和
田
英
松
博
士
へ
礼
状
を
出
す
。

午
後
ち
よ
来
る
。
和
田
君
来
る
。
綿
谷
君
来
る
。
五
月
の
ぶ
子
と
か
云
ふ
女
優
の
事

務
員
来
る
。
叱
り
て
帰
ら
す
。

夜
、
川
柳
雑
誌
よ
の
こ
ろ
を
読
む
。
創
刊
以
来
の
綴
込
、
得
る
と
こ
ろ
殆
ん
ど
な
し
。

夜
石
橋
の
う
な
ぎ
を
取
り
て
み
る
。

九
時
就
寝
。
十
一
時
頃
睡
眠
剤
を
の
む
。

十
四
日　

晴
快

二
日
や
す
み
た
る
注
射
。（
亜
硝
酸
ソ
ー
ダ
）
今
日
よ
り
分
量
を
ふ
や
す
。
入
浴
。

い
ね
来
る
。
麦
飯
も
ち
来
る
。
う
ま
し
。
中
津
川
清
水
君
よ
り
伊
予
蒲
鉾
送
り
来
る
。

午
後
藤
井
昇
生
来
る
。
病
院
看
護
婦
等
に
招
待
券
切
符
持
来
り
し
な
り
。

川
柳
雑
誌
乱
読
す
。

午
後
九
時
就
寝
。
よ
く
眠
る
。

十
五
日
快
晴

午
前
中
の
事
例
の
如
し
。
心
臓
部
を
レ
ン
ト
ゲ
ン
映
写
。
後
、
家
に
ゆ
く
。
こ
た
つ
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に
入
り
て
一
睡
。
和
田
、
零
一
に
送
ら
れ
て
蕎
麦
を
食
す
。
ビ
ー
ル
二
本
。
八
時
の

体
検
終
り
て
零
一
帰
宅
す
。

九
時
就
寝
、
こ
の
日
中
垣
さ
ん
等
芝
居
に
ゆ
く
。

外
出
中
植
木
商
会
よ
り
ボ
ケ
の
鉢
植
と
ゞ
き
ゐ
る
。

十
六
日　

晴
。

日
曜
日
に
て
閑
寂
を
極
む
。
朝
ふ
み
、
京
都
発
喜
多
村
緑
郎
君
電
報
持
ち
来
る
。

読
書
し
て
小
児
等
の
来
る
を
待
つ
。
来
ら
ず
。
電
話
に
て
こ
と
は
り
来
る
。

午
後
四
時
前
ふ
と
思
立
ち
て
森
川
町
徳
田
秋
声
君
訪
問
。
一
時
間
ほ
ど
話
し
て
帰
る
。

午
後
九
時
就
寝
。

十
七
日　

晴

朝
体
重
を
は
か
る
。五
十
四
キ
ロ
七
百
あ
り
。尤
も
上
圊
前
な
り
。浴
後
ひ
げ
を
そ
る
。

村
松
翁
よ
り
来
書
。
お
吉
キ
ネ
マ
の
事
な
り
。
い
ね
に
書
面
書
い
て
黒
川
に
通
ず
。

回
診
の
時
血
圧
を
は
か
る
。
例
の
如
し
。

ち
よ
来
る
。

午
後
綿
谷
君
西
鶴
の
人
名
調
査
（
一
代
女
後
半
）
と
川
柳
雑
誌
よ
の
こ
ろ
持
参
。

黒
川
君
来
り
て
諸
事
相
談
す
。
こ
の
頃
来
心
配
せ
る
こ
と
わ
が
杞
憂
な
り
し
如
し
。

可
悦
可
喜
。

ぼ
け
の
つ
ぼ
み
ふ
く
ら
む
。

十
八
日　

晴

朝
の
行
事
常
の
如
し
。
和
田
英
松
先
生
見
舞
は
る
。

こ
の
日
総
回
診
あ
り
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
を
示
さ
れ
心
臓
も
別
条
な
し
と
云
は
る
。

い
ね
、今
日
は
幼
稚
園
や
す
み
な
り
と
て
女
児
二
人
を
つ
れ
て
来
る
。
サ
ン
ド
ウ
ヰ
ッ

チ
な
ど
と
り
て
小
児
等
と
共
に
昼
飯
す
。

午
後
一
睡
。
川
柳
よ
の
こ
ろ
を
読
む
。
下
田
村
松
氏
、
小
原
敏
丸
氏
へ
書
面
出
す
。

午
後
九
時
、
ね
む
り
薬
の
む
。
十
一
時
ま
で
眠
ら
ず
。

こ
の
日
注
射
な
し
。
夜
、
赤
木
博
士
見
舞
は
る
。
酒
の
こ
と
な
ど
話
あ
り
。

十
九
日　

晴

ぼ
け
の
つ
ぼ
み
急
に
ふ
く
ら
む
。
午
前
行
事
常
の
如
し
。
今
日
よ
り
注
射
中
止
。

ふ
み
来
る
。

午
後
和
田
来
る
。
第
一
書
房
某
君
来
る
。
第

（

マ

マ

）

一
書
房
某
君
来
る
。
松
竹
よ
り
巌
谷

三
一
君
、
富
岡
先
生
の
打
合
に
来
る
。
夜
七
時
過
零
一
来
る
。
山
口
君
訪
問
の
模
様

な
ど
聞
く
。

ね
む
り
薬
服
用
せ
ず
。

二
十
日　

快
晴
。

ボ
ケ
の
花
ひ
ら
く
。
昨
夜
は
よ
く
眠
り
た
り
。
や
は
り
昼
寝
は
や
め
る
方
よ
ろ
し
。

午
前
閑
暇
。
午
食
強
め
し
。

午
後
家
に
帰
る
。
松
本
賛
吉
君
来
る
。
総
選
挙
の
日
な
れ
ど
市
中
静
穏
。
五
時
頃
、

零
一
と
共
に
病
院
に
も
ど
る
。
不
在
中
大
東
鬼
城
君
来
り
し
由
。
又
小
原
敏
丸
君
よ

り
返
書
あ
り
、
西
鶴
本
翻
刻
に
つ
い
て
快
諾
あ
り
、
悦
ぶ
べ
し
。
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零
一
と
夕
食
を
共
に
し
、
九
時
就
寝
。

二
十
一
日　

朝
曇
る
。

昨
夜
や
ゝ
頭
痛
を
覚
ゆ
。
目
下
の
と
こ
ろ
諸
症
減
退
し
て
平
常
と
か
は
ら
ざ
れ
ど
、

患
部
に
発
汗
多
き
と
軽
微
の
耳
鳴
る
こ
と
あ
り
て
去
ら
ず
。
二
時
間
読
書
す
れ
ば
頭

痛
を
覚
ゆ
。

い
ね
来
る
。
零
一
早
稲
田
入
学
の
こ
と
な
ど
相
談
す
。

後
一
時
頃
村
田
式
部
妻
女
切
花
な
ど
持
ち
来
る
。
二
時
過
ぎ
黒
川
君
来
る
。
本
年
二

月
迄
の
松
竹
及
帝
キ
ネ
の
計
算
を
す
ま
し
て
そ
の
総
額
を
う
け
と
る
。
そ
の
金
を
渡

す
べ
く
直
ち
に
帰
宅
。
五
時
頃
零
一
を
つ
れ
て
演
舞
場
に
ゆ
く
。
帰
途
藤
井
子
を
つ

れ
て
銀
座
大
新
に
立
寄
る
。
ビ
ー
ル
二
本
。
午
前
二
時
過
ぎ
目
ざ
む
。
脈
搏
百
近
く

苦
し
。
シ
ミ
ヾ
ヽ
酒
の
害
毒
を
知
る
。
反
省
々
々

こ
の
日
総
選
挙
の
結
果
一
部
発
表
。
市
中
さ
ゞ
め
く
。

二
十
二
日　

曇

ボ
ケ
の
花
満
開
な
り
。
新
聞
を
ま
ち
選
挙
の
結
果
、
な
ど
見
る
。
内
ヶ
崎
作
三
郎
君

落
選
。
和
田
、
か
ね
て
托
せ
る
胸
算
用
脚
色
の
筋
書
を
見
せ
に
来
る
。
昨
夜
の
こ
と

思
ふ
て
恥
入
る
。

ち
よ
来
る
。
昼
、
か
ゆ
を
食
す
。

午
後
静
か
に
読
書
。
松
竹
黒
川
君
よ
り
乃
木
将
軍
の
戯
曲
に
つ
き
相
談
あ
り
、
自
身

電
話
に
出
る
。

和
田
君
、
図
書
館
の
帰
途
又
立
寄
る
。
乃
木
伝
二
冊
か
り
来
る
。

夜
ね
む
り
薬
の
む

二
十
三
日　

朝
曇
後
晴
。
日
曜
日
。

一
浴
。
い
ね
、
小
児
二
人
を
つ
れ
て
来
る
。
の
り
巻
ず
し
持
参
。
小
児
等
サ
ン
ド
ウ

ヰ
ッ
チ
を
よ
ろ
こ
ぶ
。
和
田
君
来
る
。
緩
談
し
て
清
水
君
の
来
る
を
待
つ
。
来
ら
ず
。

よ
く
考
ふ
れ
ば
わ
が
間
違
に
て
清
水
君
の
通
知
は
二
十
四
日
な
り
。
零
一
来
る
。
和

田
君
を
も
誘
ふ
て
本
郷
座
横
の
石
橋
に
て
夕
食
す
。
七
時
帰
る

九
時
ね
む
り
薬
の
む
。

二
十
四
日　

曇

体
重
五
十
四
キ
ロ
な
り
。
着
衣
を
脱
し
て
は
か
り
見
る
に
一
キ
ロ
九
百
あ
り
。
正
味

五
十
二
キ
ロ
ほ
ど
な
り
。（
正
味
十
三
貫
八
百
七
十
匁
）
連
日
寝
汗
の
気
味
あ
る
に

つ
き
、
昨
夜
被
物
を
少
し
減
じ
見
る
。
甚
だ
よ
ろ
し
。
午
前
課
業
常
の
如
し
。
ち
よ

来
る
。
横
沢
君
よ
り
本
朝
文
選
通
釈
と
ゞ
く
。
ぼ
け
の
花
さ
か
り
過
ぎ
た
り
。

午
後
和
田
君
来
る
。
清
水
省
三
君
中
津
川
よ
り
来
訪
。
徳
田
秋
声
氏
来
訪
。
村
田
式

部
君
来
る
。
長
談
話
や
ゝ
疲
労
す
。
稲
田
先
生
見
舞
は
る
。

夜
、
パ
ン
、
ス
ー
プ
、
ビ
フ
テ
キ
、
ミ
カ
ン
。
各
地
に
地
震
あ
り
。
今
村
博
士
関
西

大
地
震
の
憂
あ
る
を
云
ふ
と
報
知
に
見
ゆ
。

二
十
五
日　

晴
快
、

頃
日
春
暖
四
月
の
ご
と
し
。
午
前
つ
ね
の
如
し
、
但
シ
総
回
診
な
り
。
ふ
み
来
る
。

午
後
松
竹
黒
川
君
よ
り
電
話
、乃
木
将
軍
の
こ
と
。
松
原
伝
五
君
来
訪
、綿
谷
君
来
る
。
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後
横
沢
君
、
和
田
君
来
る
。
永
代
蔵
の
こ
と
な
ど
打
合
す
。
和
田
君
は
清
水
君
接
待

の
た
め
演
舞
場
に
ゆ
く
。

晩
景
、
大
平
野
虹
君
来
る
。
七
時
頃
帰
る
。

ね
む
り
薬
の
む
。

二
十
六
日　

晴
。

こ
の
頃
夜
寝
つ
き
大
腿
部
（
右
方
）
冷
却
、
冷
汗
あ
り
。
小
雨
閑
散
。
ふ
み
来
る
。

午
後
惰
眠
を
む
さ
ぼ
る
。

夜
、
病
院
の
定
食
（
洋
式
）
と
い
ふ
も
の
を
と
り
て
み
る
。

七
時
頃
鈴
木
氏
亨
君
、
寺
木
君
伊
藤
清
君
、
ミ
ナ
川
ト
ー
キ
イ
社
長
の
三
人
を
つ
れ

来
る
。
例
の
仮
名
屋
小
梅
の
話
な
り
。
快
談
の
う
ち
に
解
決
し
て
八
時
頃
、
帰
去
る
。

熱
三
十
七
度
に
い
た
る
と
云
ふ
。
蓋
し
興
奮
の
た
め
に
あ
ら
ず
、
こ
の
頃
や
ゝ
体
温

上
昇
の
傾
向
あ
り
。
常
人
に
復
す
る
た
め
か
。
一
笑
。

二
十
七
日　

小
雪
ふ
る
。

昨
夜
ね
む
り
薬
の
む
。
一
浴
。

午
前
い
ね
来
る
。
ボ
タ
餅
な
り
。

午
後
和
田
君
来
る
。
横
沢
君
風
邪
の
由
。
今
日
は
終
日
う
と
ゝ
ゝ
と
し
て
た
ゞ
睡
し
。

本
も
読
ま
ず
幾
度
か
ね
む
る
。
村
松
氏
に
打
合
せ
て
明
日
明
治
座
の
舞
台
稽
古
見
物

を
約
す
。
夜
和
田
君
来
る
。
志
波
生
の
書
面
を
持
参
せ
る
な
り
。

二
十
八
日　

小
雨

午
前
常
の
ご
と
し
。
ふ
み
来
る
。

午
後
和
田
君
来
る
。
清
水
君
来
る
。
村
松
先
生
来
る
。

猪
野
さ
ん
も
連
れ
て
明
治
座
富
岡
先
生
稽
古
を
見
に
ゆ
く
。
三
時
す
ぎ
序
幕
に
か
ゝ

る
。
大
谷
社
長
に
面
会
。
四
月
の
井
上
君
に
つ
い
て
相
談
。
場
所
は
新
、
歌
舞
伎
な

る
べ
し
。
黒
川
君
立
会
ふ
。
七
時
過
ぎ
浪
花
町
浪
花
と
い
ふ
家
に
立
寄
り
て
晩
食
。

清
黒
両
君
は
酒
を
の
み
た
れ
ど
、
ひ
と
り
サ
イ
ダ
ア
に
て
飯
を
食
ふ
。
十
時
病
院
へ

帰
る
。
和
田
君
村
松
翁
を
送
り
ゆ
く
。

三
月
一
日　

晴

今
日
は
大
学
記
念
日
に
て
休
日
。
一
浴
。

西
鶴
随
筆
な
ど
書
く
。
ふ
み
来
る
。
午
後
和
田
君
来
る
。
共
に
家
へ
帰
る
。
黒
川
君

病
院
を
廻
り
て
家
の
方
へ
来
る
。
村
松
翁
に
唐
人
お
吉
映
画
謝
礼
の
報
告
の
為
め
な

り
。

夜
食
を
横
沢
君
等
と
共
に
し
て
午
後
七
時
病
院
へ
帰
る
。
零
一
、
み
ほ
子
送
り
来
る
。

寝
台
に
の
ぼ
れ
ば
や
ゝ
疲
労
の
気
持
あ
り
。

午
後
九
時
就
眠
。

二
日　

朝
ぐ
も
り

日
曜
日
ゆ
ゑ
閑
散
な
り
。
頭
痛
を
覚
ゆ
。
尾
崎
久
弥
君
よ
り
来
書
、
餓
死
云
々
と
窮

状
を
訴
へ
て
援
助
を
求
め
来
る
。
彼
の
人
と
は
二
三
度
面
話
せ
る
だ
け
に
て
何
ん
の

交
際
な
き
人
（
清
水
君
の
友
人
故
知
り
た
る
な
り
）
な
れ
ど
も
事
情
を
聞
け
ば
気
の

毒
な
り
。
何
ん
と
か
な
ら
ぬ
も
の
か
と
床
上
い
ろ
〳
〵
考
ふ
。
兎
に
角
、
返
事
を
出
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し
て
来
訪
を
求
む
。

午
前
十
時
横
沢
君
和
田
君
来
る
西
鶴
輪
講
三
巻
一
、
煎
じ
や
う
常
に

（
マ
マ
）か
は
る
問
薬
一

章
終
る
。

午
後
、
疲
労
甚
し
、
一
睡
。

午
後
四
時
尾
崎
君
来
る
。
い
ろ
ゝ
ゝ
事
実
を
聞
く
。
細
君
ヂ
フ
テ
リ
ヤ
に
て
重
症
な

る
由
、
重
ね
ゝ
ゝ
不
幸
な
り
。
聞
き
た
る
処
に
て
は
国
学
院
大
学
の
処
置
、
折
口
君

及
改
造
社
広
田
君
の
態
度
甚
だ
冷
酷
の
や
う
な
れ
ど
、
或
は
尾
崎
君
の
方
に
も
反
省

す
べ
き
も
の
あ
る
に
あ
ら
ず
や
。
話
の
ま
ゝ
に
は
チ
ョ
ッ
と
受
取
れ
ざ
る
な
り
。
和

田
又
来
る
。
小
原
敏
丸
君
来
り
見
舞
は
る
。
緩
話
二
時
間
ほ
ど
、
や
ゝ
疲
る
。

頭
痛
あ
り
て
気
分
す
ぐ
れ
ず
。
床
上
仰
臥
、
課
業
の
こ
と
な
ど
考
ふ
。
頃
日
来
全
身

的
の
倦
怠
違
和
を
覚
え
、
病
症
は
一
局
部
に
あ
ら
ざ
る
心
地
す
る
な
り
。
頭
蓋
窩
中

の
血
行
何
ん
と
な
く
不
安
を
感
ず
る
な
り
。

　

こ
の
日
喜
多
村
緑
郎
君
代
理
と
し
て
若
井
某
君
来
る
。

夜
十
時
眠
剤
を
の
む
。

三
日　

小
雨

気
分
お
も
く
憂
鬱
な
り
。
体
量
五
三
キ
ロ
六
五
〇
に
減
ず
。（
排
便
前
な
り
）
今
日

は
節
句
ゆ
ゑ
家
に
帰
り
て
小
児
等
を
よ
ろ
こ
ば
し
た
け
れ
ど
、
そ
の
気
力
な
し
。

藤
井
博
士
回
診
。
感
冒
の
た
め
に
あ
ら
ず
や
と
て
そ
の
薬
を
投
ぜ
ら
る
。

午
後
、和
田
君
来
る
。乃
木
将
軍
の
こ
と
な
ど
打
合
せ
す
る
。頭
痛
あ
り
て
気
分
重
し
。

薬
の
た
め
に
や
発
汗
多
し
。

食
慾
減
退
、
や
つ
と
パ
ン
三
片
を
食
す
。

夕
刻
よ
り
や
ゝ
気
分
よ
く
、
雑
談
な
ど
な
す
。
十
時
半
ね
む
り
薬
を
の
む
。

発
汗
あ
り
。
た
ゞ
右
半
身
に
多
く
し
て
左
方
は
そ
れ
程
の
こ
と
な
き
は
不
快
な
り
。

大
腿
部
冷
却
。

こ
の
日
綿
谷
君
来
訪
、
心
葉
浄
書
を
持
参
す
。

玉
子
二
十
数
箇
恵
ま
る
。

四
日　

朝
ぐ
も
り
、
小
雨
。

頭
痛
。
今
日
回
診
な
れ
ど
稲
田
先
生
事
故
あ
り
て
坂
口
博
士
な
り
。

午
後
、
和
田
来
り
、
零
一
君
来
る
。

零
一
は
赤
木
博
士
の
診
断
を
う
く
る
た
め
な
り
。
佐
藤
鶴
吉
氏
来
訪
。
声
音
か
す
れ

て
咽
い
た
し
。
解
熱
剤
な
ど
の
む

午
後
十
時
、
ね
む
り
薬
の
む
。

五
日　

小
雨

頭
痛
、
気
分
す
ぐ
れ
ず
。
朝
の
茶
ま
づ
し
。

藤
井
先
生
回
診
風
邪
な
ら
ん
と
云
ふ
。
新
聞
を
読
み
て
も
頭
痛
す
。
食
慾
な
く
、
卵

黄
牛
乳
と
も
に
や
め
る
。

ち
よ
、
イ
ナ
リ
ず
し
持
来
る
。
お
い
ね
も
頭
痛
の
気
味
あ
る
由
。
午
後
和
田
君
来
る
。

上
圊
後
痔
出
血
あ
り
。
一
睡
後
、
黒
川
君
来
訪
。
乃
木
将
軍
の
こ
と
な
ど
相
談
す
。

横
沢
君
来
る
。
又
一
睡
。

夜
、
和
田
君
を
呼
び
雑
話
。
気
分
や
ゝ
ま
ぎ
れ
る
。

食
パ
ン
二
片　

ス
ー
プ
半
椀
す
ゝ
る
。
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九
時
就
寝
。
眠
剤
。

六
日　

小
雨
、
雪
を
交
ふ
る
か
。

午
前
気
分
よ
ろ
し
。
マ
ッ
サ
ー
ジ
小
野
さ
ん
来
り
、
共
同
印
刷
の
火
事
の
話
聞
く
。

ふ
み
来
る
。

午
後
懶
臥
。
藤
井
昇
親
子
見
舞
は
る
。　

ソ
バ
屋
大
村
の
皿
二
枚
も
ら
ふ
。
震
災
前

の
も
の
は
一
枚
も
な
し
と
云
ふ
。

和
田
君
来
る
。
零
一
某
医
院
に
は
診
察
を
う
け
し
に
肺
尖
に
異
状
あ
り
と
云
ふ
。
心

得
ぬ
事
な
り
。
大
学
に
て
は
赤
木
博
士
の
診
察
を
う
け
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
の
結
果
別

状
な
し
と
云
ふ
。
食
欲
す
ゝ
ま
ず
。
風

（
マ
マ
）ぐ
す
り
の
む
。
夜
新
聞
を
読
む
も
も
の
う
し
。

九
時
ね
む
り
薬
の
み
て
眠
る
。

七
日　

小
雨
、
雪
ま
じ
る
。

身
体
ふ
ら
つ
き
気
分
す
ぐ
れ
ず
。
午
前
中
よ
り
う
と
〳
〵
眠
る
。
ち
よ
来
る
。

午
後
、
和
田
君
来
る
。
食
欲
な
し
、
サ
ン
ド
ウ
ヰ
ッ
チ
に
て
昼
を
す
ま
す
。
後
強
飯

を
食
ふ
。
夜
横
沢
君
来
る
。

八
日　

小
雨
。

午
前
、
家
よ
り
誰
も
来
ら
ず
。
食
慾
な
く
た
ゞ
ね
む
し
。
午
後
、
和
田
君
来
る
も
夢

う
つ
ゝ
な
り
。
病
的
に
ね
む
り
つ
ゞ
け
る
。
目
覚
む
れ
ば
頭
い
た
し
。

九
日　

小
雨
、
後
は
れ
模
様
。

気
分
や
ゝ
よ
ろ
し
。
東
京
大
学
諸
教
授
の
芭
蕉
俳
諧
研
究
な
ど
読
む
。
饒
舌
に
過
ぎ

て
研
究
足
ら
ず
。
ひ
る
頃
家
母
、
零
一
、
み
ほ
子
を
つ
れ
来
る
。
ひ
げ
を
剃
る
。

三
田
村
鳶
魚
氏
来
訪
。
村
田
式
部
君
来
る
。
和
田
君
を
神
田
に
走
ら
せ
て
幸
田
露
伴

氏
の
ひ
さ
ご
猿
蓑
抄
を
も
と
む

大
平
野
虹
君
来
訪
。

高
橋
菊
三
郎
先
生
来
訪
。

夕
方
ふ
と
思
ひ
立
ち
本
郷
座
に
ゆ
き
、
塩
原
多
助
二
幕
見
る
。

帰
途
ヤ
ブ
蕎
麦
に
ま
は
る
。

十
日　

晴
模
様
。

体
重
五

（
マ
マ
）キ
ロ
七
百
あ
り
。
こ
の
頃
来
の
食
慾
不
振
に
し
て
は
意
外
な
り
。

午
前
行
事
常
の
如
し
。
露
伴
氏
の
俳
諧
抄
読
む
。
ふ
み
来
る
。

午
後
綿
谷
君
来
る
。
今
日
学
校
卒
業
の
由
。
和
田
君
来
る
。
和
田
、
猪
野
さ
ん
を
連

れ
て
明
治
座
に
行
き
富
岡
先
生
を
見
る
。
帰
途
上
野
山
下
揚
出
し
に
ま
は
り
て
晩
食
。

九
時
病
院
に
帰
る
。
眠
剤
な
く
眠
る
。

　

こ
の
留
守
に
大
原
と
か
云
ふ
人
尋
ね
来
り
た
る
よ
し
。

　

カ
ラ
ス
ミ
、
鮎
の
ウ
ル
カ
様
の
も
の
看
護
室
に
托
し
あ
り
。

十
一
日　

快
晴
。

昨
朝
よ
り
朝
の
晃

（
マ
マ
）眩
し
き
ほ
ど
室
内
に
さ
し
入
る
。
今
日
総
回
診
な
り
。
朝
茶
や
ゝ

う
ま
し
。

赤
木
先
生
総
回
診
の
あ
と
に
残
り
て
右
踝
動
脈
を
検
し
や
ゝ
脈
搏
ふ
る
ゝ
心
地
す
と
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云
は
る
。

午
後
閑
散
。来
訪
者
も
な
し
。夕
刻
和
田
君
来
る
。分
家
某
来
り
ゐ
る
と
て
急
ぎ
帰
る
。

零
一
来
る
。
仙
台
行
の
事
な
ど
打
合
せ
晩
飯
を
共
に
し
て
八
時
頃
帰
る

　

午
後
三
時
頃
中
島
四
郎
君
来
る
。
上
州
の
事
ユ
タ
カ
君
入
学
の
事
な
ど
聞
く
。

　

眠
剤
を
の
む
。

十
二
日　

快
晴
、
麗
日
。

午
前
行
事
常
の
如
し
。

正
午
近
く
和
田
君
家
族
来
る
。

奈
良
粥
を
煮
る
た
め
也
。

午
後
家
に
帰
り
て
書
斎
に
て
一
睡
す
。
松
竹
大
谷
氏
電
話
あ
り
。
横
沢
君
と
西
鶴
な

ど
講
説
す
。

晩
食
後
、
零
一
に
送
ら
れ
て
病
院
へ
帰
る
。
零
一
明
後
朝
仙
台
へ
受
験
の
た
め
帰
省
。

十
三
日　

微
雨
後
豪
雨
あ
り
。

午
前
行
事
常
の
如
し
。
い
ね
、
ふ
み
を
つ
れ
て
来
る
。

零
一
帰
仙
の
事
な
ど
話
す
。

午
後
、
村
松
先
生
令
息
来
訪
。
お
吉
墓
石
柵
（
大
谷
氏
寄
附
）
の
相
談
な
ど
あ
り
。

メ
ロ
ン
を
恵
ま
る
。

午
後
四
時
松
竹
訪
問
大
谷
社
長
と
面
談
、
五
月
の
脚
本
の
話
な
ど
あ
り
。
帰
途
明
治

座
に
立
寄
り
、
そ
れ
よ
り
急
に
思
立
ち
て
帝
劇
に
行
き
二
幕
ほ
ど
義
理
見
な
り
。

村
田
式
部
和
田
等
と
神
楽
坂
江
戸
源
へ
廻
り
て
晩
飯
。

十
時
病
院
に
帰
る
。
眠
剤
の
む
。

十
四
日　

快
晴

入
浴
。
そ
の
他
は
常
の
如
し
。
ち
よ
と
共
に
国
木
田
夫
人
来
る
。
富
岡
先
生
上
演
に

つ
き
相
談
あ
り
、
来
院
を
求
め
た
る
な
り
。

午
後
一
睡
せ
ん
と
す
る
時
、
治
子
さ
ん
十
軒
店
の
稲
荷
ず
し
を
購
来
る
。
戯
れ
に
食

べ
た
し
と
云
ふ
を
聞
い
て
、
ワ
ザ
〳
〵
買
に
行
き
た
る
な
り
。

横
沢
君
来
る
。
頴

（
マ
マ
）原
君
の
こ
ゝ
ろ
葉
外
一
冊
を
返
し
て
、
西
鶴
の
雑
話
を
な
し
ゆ
く
。

夜
治
子
さ
ん
来
訪
。
と
ゞ
く
べ
き
筈
の
上
演
料
ま
だ
松
竹
よ
り
届
か
ず
。

九
時
、
就
眠
。
ね
む
り
の
薬
の
ま
ず
。

こ
の
日
朝
、
零
一
仙
台
へ
出
発
の
由
電
話
あ
り
。

十
五
日　

晴
日
。
後
、
時
々
小
雨
。

午
前
回
診
も
な
し
。
無
聊
な
り
。
十
時
過
黒
川
君
来
る
。
国
木
田
の
原
稿
料
持
参
。

夫
人
の
現
状
を
話
し
て
追
加
を
求
む
。

午
後
家
に
帰
る
。
治
子
さ
ん
に
来
て
ゐ
る
金
を
渡
す
。
書
斎
に
て
一
睡
。
後
横
沢
君

等
と
話
す
。

晩
め
し
を
終
り
八
時
頃
病
院
に
帰
る
。
眠
剤
。

　

こ
の
日
老
母
成
田
参
詣
の
由
、
零
一
も
ゐ
ぬ
た
め
家
内
さ
び
し
。

十
六
日　

快
晴

日
曜
日
に
て
閑
散
な
り
。
家
よ
り
誰
も
来
ず
、
来
訪
者
も
な
し
。
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夜
八
時
頃
よ
り
ウ
ト
ゝ
ゝ
し
て
眠
り
、
遂
に
そ
の
ま
ゝ
暁
の
四
時
頃
に
覚
む
。

眠
剤
を
用
ひ
ず
。

十
七
日　

快
晴
な
り
。

体
重
五
三
キ
ロ
九
百
な
り
。

ち
よ
、
彼
岸
の
ぼ
た
餅
持
参
。

午
後
和
田
君
立
寄
る
。
眼
科
に
ゆ
き
眼
底
検
査
を
う
け
眼
鏡
の
度
を
合
は
す
。
結
膜

炎
あ
り
と
云
ふ
。（
中
原
博
士
診
察
）
そ
の
帰
途
ふ
と
思
付
い
て
家
に
帰
る
。

横
沢
君
等
と
話
し
晩
め
し
を
共
に
し
て
八
時
病
院
に
帰
る
。

十
八
日　

晴
。

総
回
診
な
り
。
右
足
患
部
を
追
々
露
出
す
る
習
慣
を
つ
く
べ
し
と
云
は
る
。

午
後
一
浴
一
睡
。
和
田
君
来
る
。
約
束
の
乃
木
伝
や
れ
さ
う
も
な
し
。
家
に
電
話
を

か
け
夕
方
よ
り
小
児
二
人
及
び
い
ね
を
呼
ぶ
。
国
木
田
夫
人
及
其
孫
同
道
し
て
来
る
。

上
野
清
水
辺
を
逍
遥
し
、
揚
出
し
に
入
り
て
小
児
ら
を
よ
ろ
こ
ば
す
。

八
時
帰
院
、
眠
剤
な
く
て
眠
る
。

十
九
日　

小
雨

午
前
五
時
覚
む
。

午
飯
時
、
佐
藤
充
君
来
訪
。
ふ
と
思
出
し
て
帰
宅
す
。

上
州
よ
り
中
島
老
母
来
り
ゐ
る
。
一
睡
。

夕
方
よ
り
和
田
君
横
沢
君
を
誘
つ
て
徒
歩
、
本
郷
三
丁
目
の
籔

（
マ
マ
）ソ
バ
に
入
り
又
病
院

ま
で
歩
む
。

九
時
就
寝
。
眠
り
が
た
し
。

十
一
時
眠
剤
の
む
。

二
十
日　

薄
曇
。
後
雨
。

睡
眠
不
足
、
頭
お
も
し
。
ち
よ
来
る
。

午
後
綿
谷
君
来
る
。
和
田
君
来
る
。
共
に
明
治
座
に
ゆ
く
富
岡
先
生
大
詰
の
み
見
る
。

帰
途
上
野
丸
万
に
て
晩
食
。

九
時
就
眠
ペ

（
マ
マ
）ロ
ナ
ー
ル
。

二
十
一
日　

快
晴
。

休
日
閑
暇
。
ふ
み
来
る
。

午
後
和
田
来
る
。
首
斬
代
千
両
に
訂
正
を
加
ふ
。
蜂
谷
君
に
渡
す
。
三
時
頃
家
に
帰

り
一
睡
。
い
ね
帝
劇
に
行
く
。
う
た
子
来
り
ゐ
る
。
七
時
頃
奈
良
粥
を
食
し
て
病
院

へ
帰
る
。
途
中
玉
屋
へ
立
寄
り
眼
鏡
を
あ
つ
ら
ふ
。

九
時
就
眠
。
眠
剤
な
し
。

二
十
二
日　

快
晴
。

回
診
の
時
病
名
を
問
ふ
。

正
午
黒
川
君
来
る
。
藤
井
六
輔
君
ボ
ケ
の
花
を
も
ち
来
る
。
和
田
君
来
ル
。
一
睡
す
。

夕
飯
の
時
和
田
再
び
立
寄
り
佐
藤
君
の
永
代
蔵
評
釈
を
と
ゞ
け
て
く
れ
る
。

眠
剤
。
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二
十
三
日　

快
晴　

日
曜
也

佐
藤
鶴
吉
君
よ
り
永
代
蔵
寄
贈
せ
ら
る
。

零
一
今
朝
仙
台
よ
り
帰
り
た
る
由
、
十
一
時
頃
家
に
帰
る
。
小
児
等
と
あ
そ
ぶ
。

綿
谷
君
、
病
院
よ
り
廻
り
て
来
る
。
一
睡
す
。
大
阪
よ
り
た
つ
子
来
る
と
て
家
内
ゴ

タ
〳
〵
す
。

七
時
過
病
院
に
も
ど
る
。
ベ
ロ
ナ
ー
ル
服
用
。

こ
の
日
不
在
中
佐
藤
鶴
吉
君
来
訪
。

二
十
四
日　

快
晴
。

体
重
五
十
五
キ
ロ
二（

マ
マ
）千
ほ
ど
。（
裸
体
に
て
五
十
三
キ
ロ
三
百
）

午
後
和
田
君
来
る
。
講
談
社
の
帰
り
と
云
ふ
。
終
日
、
読
書
。

こ
の
日
病
名
を
明
示
さ
る
。
右
側
足
背
動
脈
閉
塞
性
内
膜
炎
、（
直
訳
す
れ
ば
右
側

足
背
動
脈
閉
塞
性
動
脈
内
膜
炎
）
と
云
ふ
。

夜
眠
剤
の
む
。
た
つ
子
新
宿
へ
行
き
し
由
電
話
あ
り
。

二
十
五
日　

朝
小
雨
。

体
重
を
は
か
り
な
ほ
す
に
五
四
キ
ロ
三
〇
〇
な
り
。
昨
日
よ
り
減
じ
た
る
は
朝
茶
の

重
量
な
ど
を
引
き
た
る
た
め
な
り
。

午
前
い
ね
、
み
ほ
子
を
つ
れ
て
来
る
。
種
々
雑
用
を
托
す
。

い
ね
、
帰
り
て
み
ほ
子
一
人
遊
び
ゐ
る
。
和
田
君
来
る
。
三
時
頃
電
話
に
て
ふ
み
を

呼
び
、
み
ほ
子
を
帰
す
。

高
成
田
忠
風
君
（
士
官
学
校
教
授
）
来
訪
。
菊
五
郎
君
設
立
の
俳
優
学
校
に
賛
助
員

た
ら
ん
こ
と
を
求
む
る
な
り
。
謝
絶
。
余
は
十
数
年
来
意
識
的
に
総
ゆ
る
部
分
に
於

て
現
社
会
組
織
の
構
成
を
悪
む
。
そ
の
社
会
に
伍
し
て
立
つ
は
不
快
な
り
。
終
生
隠

者
と
し
て
世
を
終
り
た
し
。

今
日
の
午
後
は
ね
む
し
〳
〵
。
連
日
服
用
の
眠
剤
の
た
め
な
る
か
。

午
後
九
時
、
眠
剤
な
し
に
眠
る
。

二
十
六
日　

晴

回
診
休
日
。
復
興
祭
の
た
め
な
り
。

午
前
十
一
時
家
に
帰
る
。
零
一
の
こ
と
な
ど
気
に
な
り
し
た
め
な
り
。
昼
飯
後
一
睡
。

夕
方
横
沢
和
田
の
両
君
零
一
を
つ
れ
て
散
歩
に
出
で
、
伝
通
院
前
よ
り
高
橋
君
の
車

に
の
り
池
の
端
に
出
る
。
群
集
混
雑
し
て
歩
む
べ
か
ら
ず
。
揚
出
し
に
入
り
て
飯
に

す
る
。
七
時
過
徒
歩
に
て
病
院
へ
帰
る
。

九
時
就
寝
、
眠
剤
な
し
。

こ
の
日
不
在
中
藤
井
生
来
る
と
い
ふ
。

二
十
七
日　

朝
曇
る
。

今
日
は
総
回
診
な
り
。
昨
夜
熟
睡
、
気
分
よ
ろ
し
。

正
午
和
田
君
来
る
。
午
後
二
時
い
ね
来
る
。
藤
井
博
士
に
面
会
し
て
外
泊
仕
事
を
乞

ふ
。
許
可
あ
り
。
い
ね
和
田
君
は
藤
井
氏
の
自
宅
へ
礼
に
ゆ
く
。

稲
田
先
生
来
訪
。
退
院
し
て
も
差
支
な
か
る
べ
し
と
種
々
話
あ
り
。

藤
井
六
輔
君
来
訪
。
本
郷
座
に
稽
古
あ
り
と
云
ふ
。

零
一
よ
り
電
話
、
仙
台
の
方
駄
目
な
り
し
と
云
ふ
。
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健
康
の
た
め
却
つ
て
よ
ろ
し
。
急
ぐ
べ
き
こ
と
に
あ
ら
ず
。

夜
九
時
就
寝
。
眠
剤
な
し
。

二
十
八
日　

小
雨

午
前
九
時
頃
家
に
帰
る
。
ミ
ホ
子
風
邪
臥
床
中
な
り
。
書
斎
の
炬
燵
に
仰
臥
し
て
伝

西
鶴
作
の
好
色
旅
日
記
（
博
文
館
、
西
鶴
全
集
に
入
る
）
を
読
む
。
校
正
疎
漏
な
が

ら
完
本
を
見
る
は
こ
れ
が
初
め
て
な
り
。
一
読
忽
卒
に
は
か
に
断
定
し
が
た
き
も
、

西
鶴
の
文
章
に
は
あ
ら
じ
。
た
ゞ
こ
の
著
書
と
西
鶴
と
の
間
に
は
何
等
か
の
交
渉
関

係
あ
る
べ
く
、
思
ふ
に
三
代
男
の
著
書
と
の
間
に
或
る
種
の
脈
絡
を
通
ず
る
や
う
に

思
は
る
。
横
沢
君
等
と
晩
飯
を
共
に
し
八
時
頃
病
院
に
帰
る
。

こ
の
夜
ね
む
れ
ず
、
十
一
時
頃
起
き
て
眠
剤
を
の
む
。

二
十
九
日　

微
雨
。
寒
し
。

ス
チ
ー
ム
来
ら
ず
。
午
前
、
佐
藤
鶴
吉
君
に
永
代
蔵
の
応
問
書
な
ど
書
き
、
十
一
時

頃
家
に
帰
る
。
書
斎
に
入
り
て
一
睡
。
と
み
を
来
る
。
た
つ
子
夕
方
帰
り
来
る
。
皆

を
相
手
に
話
し
晩
食
に
す
し
な
ど
喫
す
。

こ
の
夜
家
に
泊
る
。
十
一
時
近
く
ま
で
眠
り
得
ず
。

こ
の
日
、
横
沢
君
京
都
へ
帰
る
。

三
十
日　

曇

午
前
六
時
半
目
覚
む
。
十
時
過
零
一
を
丸
善
へ
買
物
に
や
る
。
昼
飯
奈
良
粥
、
午
後

一
時
病
院
へ
戻
る
。
昨
日
来
便
通
な
き
た
め
か
不
快
な
り
。
零
一
来
り
ゐ
る
、
和
田

君
来
る
。

徂
徠
の
政
談
な
ど
読
み
な
ほ
す
。
頭
重
し
。
晩
食
は
パ
ン
。
ビ
フ
テ
キ
一
皿

九
時
過
ね
む
る
。
や
ゝ
疲
労
あ
り
。

三
十
一
日

暁
五
時
目
覚
む
。
体
重
五
十
四
キ
ロ
。（
常
例
の
服
装
）
五
十
二
キ
ロ
二
百
（
裸
体
）

な
り
。
但
し
こ
の
朝
も
茶
を
喫
し
た
る
後
な
れ
ば
、
前
回
に
較
ぶ
れ
ば
か
な
り
減
量

な
り
。
髯
そ
る
。

午
後
、
和
田
君
迎
に
来
り
て
家
に
帰
る
。
小
雨
ふ
り
て
寒
し
。
晩
飯
後
久
し
ぶ
り
に

て
小
児
等
と
あ
そ
ぶ
。
九
時
就
寝
十
二
時
頃
迄
ね
む
ら
ず
。

　
　
　

入
院
中
見
舞
品

　

菓
子
大
折　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
談
社

　

蒸
菓
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
田

　

果
実　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田
式
部

　

カ
ス
テ
ー
ラ　
　
　
　
　
　
　
　

指
方

　

丸
ま
ん
ス
キ
焼　
　
　
　
　
　
　

小
森
（
板
橋
）

　

あ
ん
こ
う
鍋　
　
　
　
　
　
　
　

大
誠
主
人

　

丸
見
屋
重
詰　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
氏
亨

　

羊
羹　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
森
（
ス
ガ
モ
）

　

西
洋
菓
子　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
谷
社
長

　

カ
キ
モ
チ　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
木
田
夫
人

　

カ
マ
ボ
コ　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
山
秀
美
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柚
み
そ
う
に
豆　
　
　
　
　
　
　

み
ど
り
さ
ん
（
国
木
田
）

　

果
実　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
戸
源

　

う
づ
ら
卵　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
野
作
造

　

ソ
ー
セ
ー
ヂ　

カ
ナ
ッ
ペ
等　
　

佐
藤
充

　

メ
ロ
ン
一
籠　
　
　
　
　
　
　
　

村
松
老
人

　

よ
せ
鍋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
誠

　

ポ
ン
カ
ン
一
箱　
　
　
　
　
　
　

藤
井
昇

　

鶏
卵　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
松
川
と
み
ほ

　

羊
か
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
駄
谷　

井
上

　

牛
肉
大
名
漬　
　
　
　
　
　
　
　

藤
井
六
輔
（
大
坂
よ
り
）

　

果
実　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口
剛

　

菓
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上
宗
助

　

さ
し
み　

よ
せ
鍋　
　
　
　
　
　

大
誠　

石
川
君

　

カ
ス
テ
ー
ラ　
　
　
　
　
　
　
　

大
坂　

た
つ
子

　

果
実　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遊
佐
喜
一

　

大
坂
カ
マ
ボ
コ　
　
　
　
　
　
　

黒
川
一

　

伊
予
蒲
鉾　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
水
省
三

　
　

イ
ヨ
八
幡
浜
鈴
間
屋
兄
弟
商
会

　
　

カ
マ
ボ
コ
、
干
蒲
鉾
、
味
淋（

マ
マ
）ボ
シ

　

著
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
田
英
松

　

果
実　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
東
鬼
城

　

切
花　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田
妻
女

　

山
ゴ
ボ
ウ　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
水
省
三

　

果
実　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳
田
秋
声

　

七
面
鳥　

玉
子　
　
　
　
　
　
　

松
原
伝
吉

　

玉
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
田
ひ
で
よ

　

西
洋
菓
子　
　
　
　
　
　
　
　
　

指
方
竜
二

　

果
物　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
鶴
吉

　

菓
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
田
村
鳶
魚

　

菓
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
賛
吉

　

菓
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
沢
憲
治

　

玉
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
島

　

玉
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

綿
谷
雪

　

凍
豆
腐　

そ
の
他　
　
　
　
　
　

小
原
敏
丸

　

干
魚　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
戸
源

　

菓
子
一
箱　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
見
徳
太
郎
君

　

西
洋
菓
子　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
山
米
迦

　

羊
か
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
菊
三
郎

　

カ
レ
イ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
堀
誠　

花
柳

　

い
か
だ
鮠　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
水
省
三

　

メ
ロ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
松
先
生

　

い
な
り
づ
し　
　
　
　
　
　
　
　

国
木
田
治
子

　

ボ
ケ
の
盆
栽　
　
　
　
　
　
　
　

藤
井
六
輔

　

乾
柿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口
剛
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四
月
一
日

〔
後
記
〕

　

眞
山
青
果
文
庫
の
調
査
を
主
導
し
、「
眞
山
青
果
文
庫
調
査
余
録
」（『
調
査
研
究

報
告
』
41
号
、
42
号
）
の
中
心
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
っ
た
青
田
寿
美
先
生
が
令
和
五
年

一
月
五
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
深
甚
の
敬
意
を
表
し
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。
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や
山口剛� 2/8，2/19，目録
遊佐喜一� 1/13，2/12，目録
ユタカ� 3/11
横沢憲治� 2/2，2/24，2/25，2/27，3/1，3/2，3/5，3/7，3/12，3/14，

3/15，3/17，3/19，3/26，3/28，3/29，目録
吉野作造� 1/28，目録

わ
若井� 3/2
和田勝一� 1/6，1/9，1/11，1/13，1/14，1/15，1/16，1/17，1/18，

1/19，1/21，1/22，1/23，1/25，1/26，1/28，1/31，2/2，
2/3，2/6，2/7，2/8，2/10，2/11，2/12，2/13，2/15，2/19，
2/22，2/23，2/24，2/25，2/27，2/28，3/1，3/2，3/3，3/4，
3/5，3/6，3/7，3/8，3/9，3/10，3/11，3/12，3/13，3/17，
3/18，3/19，3/20，3/21，3/22，3/24，3/25，3/26，3/27，
3/30，3/31，目録

綿谷雪� 1/6，1/12，1/15，1/19，1/21，1/25，1/31，2/4，2/8，2/13，
2/17，2/25，3/3，3/10，3/20，3/23，目録

和田英松� 2/7，2/13，2/18，目録
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は
蜂谷� 3/21
花柳章太郎� 目録
広田� 3/2
福井庄三郎� 2/6
藤井� 1/9，1/13，1/14，1/20，3/3，3/5，3/27
藤井昇� 1/16，1/20，1/21，1/31，2/9，2/12，2/14，2/21，3/6，3/26，

目録
藤井六輔� 3/22，3/27，目録
ふみ� 1/27，1/28，1/30，1/31，2/6，2/7，2/11，2/16，2/19，2/25，

2/26，2/28，3/1，3/6，3/10，3/13，3/21，3/25

ま
升沢ちう� 2/1
松尾芭蕉� 3/9
松原伝吉� 目録
松原伝五� 2/25
松本賛吉� 2/20，目録
松山秀美� 目録
真山いね� 1/10，1/11，1/12，1/16，1/18，1/20，1/23，1/26，1/29，

2/1，2/5，2/8，2/9，2/14，2/17，2/18，2/21，2/23，2/27，
3/5，3/13，3/18，3/21，3/25，3/27

真山せつ子� 1/6
真山（森）とみを� 2/4，3/29，目録
真山美保（みほ子）� 1/14，1/18，2/11，3/1，3/9，3/25，3/28
真山零一� 1/9，1/12，1/14，1/16，1/18，1/23，1/24，1/28，1/31，

2/10，2/11，2/15，2/19，2/20，2/21，2/23，3/1，3/4，3/6，
3/9，3/11，3/12，3/13，3/14，3/15，3/23，3/26，3/27，
3/30

丸善� 3/30
三田村鳶魚� 3/9，目録
皆川芳造� 2/26
宮紫暁� 1/24
みよ子� 1/12
村田式部� 1/10，1/15，1/29，2/10，2/12，2/21，2/24，3/9，3/13，目録
村松春水� 1/31，2/7，2/17，2/18，2/27，2/28，3/1，3/13，目録
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指方龍二� 目録
五月のぶ子� 2/13
佐藤鶴吉� 1/7，3/4，3/22，3/23，3/29，目録
佐藤充� 1/29，1/30，3/19，目録
志波� 1/13，2/27
清水省三� 1/13，1/17，2/14，2/23，2/24，2/25，2/28，3/2，目録
松竹� 2/12，2/19，2/21，2/22，2/25，3/12，3/13，3/14
白石慶三� 1/24
鈴木氏亨� 1/6，1/19，2/26，目録
住田正一� 1/31，2/1

た
第一書房� 2/19
高成田忠風� 3/25
高橋� 3/26
高橋菊三郎� 3/9，目録
高橋彦衛� 1/5
滝本誠一� 1/5
たつ子� 3/23，3/24，3/29，目録
ちよ� 2/3，2/12，2/13，2/17，2/22，2/24，3/5，3/7，3/14，3/17，

3/20
帝国キネマ� 2/21
寺木� 2/26
唐人お吉� 1/25，1/26，2/1，2/7，2/17，3/1，3/13
徳田秋声� 2/16，2/24，目録
吐鳳堂� 1/19
豊島� 目録

な
中垣� 2/15
中島（上州中島）� 1/6，1/7，3/19
中島四郎� 1/7，3/11
中根駒十郎� 1/19
中原� 3/17
永見徳太郎� 目録
乃木希典� 2/22，2/25，3/3，3/5，3/18
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潁原退蔵� 1/13，2/5，3/14
遠藤佐々喜� 1/5
大谷竹次郎� 1/22，1/23，2/12，2/28，3/12，3/13，目録���
大原� 3/10
大東鬼城� 2/20，目録
大平野虹� 2/25，3/9
荻生徂徠� 1/19，3/30
小栗儀造� 1/21
尾崎久弥� 3/2
小野� 3/6
尾上菊五郎� 3/25
小原敏丸� 2/18，2/20，3/2，目録
折口信夫� 3/2

か
改造社� 3/2
かよ子� 2/8
河合武雄� 1/25
河田ひでよ� 目録
神田巌松堂� 1/31
菊池武継� 1/17，1/18，1/21，1/24
喜田貞吉� 1/25，1/29
喜多村緑郎� 2/16，3/2
共同印刷� 3/6
国木田虎雄� 2/6
国木田治子（国木田夫人）� 1/15，1/23，3/14，3/15，3/18，目録
国木田みどり� 1/25，目録
黒川一� 1/10，1/16，1/23，2/6，2/17，2/21，2/22，2/25，2/28，

3/1，3/5，3/15，3/22，目録
幸田露伴� 2/3，2/7，3/9，3/10�
講談社� 1/28，3/24，目録
小堀誠� 目録
小森（姉弟・板橋）� 1/17，目録
小森（スガモ）� 目録

さ
坂口� 3/4
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人名索引

凡例

・�配列は姓名の五十音順とした。姓あるいは名のいずれか一方のみしか判明しない人物につい
ても、その読みに従って配列した。
・姓名の読みは推定のものも含む。
・歴史上の人物については、広く知られている呼称を項目に立てた。
・利用の便を考慮し、作品名に含まれる人名、出版社名や書店名なども採録した。
・�姓や名の記載を伴わない普通名詞は、特定の人物・組織を指すと推定されても、一部の例外
を除き立項・採録しないことを原則とした。
・�日記の記事において索引項目とは異なる呼称が使用されている場合や、同姓あるいは同名の
人物を区別する必要がある場合などは、補足の情報を（　）に入れて示した。
・�昭和 5年 3 月 31 日の条の「入院中見舞品」の箇所に記載されている人名については、「日記
月日」の項目においてその所在を「目録」と記した。

人名	 日記月日

あ

青山米迦� 目録
赤木� 1/9，2/18，3/4，3/6，3/11
伊佐� 1/10
石川� 目録
市川八百蔵� 2/12
伊藤熹朔� 1/15
伊藤清� 2/26
稲田龍吉� 1/9，1/11，1/14，1/18，1/21，1/28，2/4，2/10，2/24，3/4，

3/27
猪野� 1/12，2/12，2/28，3/10
井上（千駄谷）� 目録
井上宗助� 2/9，目録
井上正夫� 1/22，2/2，2/12，2/28
井原西鶴� 1/5，1/6，1/7，1/17，1/19，2/17，2/20，3/1，3/2，3/12，

3/14，3/28
今村明恒� 2/24
巌谷三一� 2/19
うた子� 3/21
内ヶ崎作三郎� 2/22
宇野四郎� 1/23
江藤新平（江藤南白）� 2/2




